
「リフレッシュサポート補助金に係る取扱要領」の解説 

 

１ 目的 

この取扱要領は、綜合警備保障健康保険組合「体育奨励等補助金支給規程」に基

づくリフレッシュサポート補助金（以下、「補助金」という。）の支給に関して支給

対象、必要な手続き、様式等を定めるもの。 

 

２ 活動要件 

補助金の支給対象とする活動は次の各号の要件を満たすものとする。 

（１）被保険者および被扶養者の健康増進および健康意識の向上ならびに参加者相互

の親睦を目的とする、運動を主体とした体育奨励活動であること。 

（２）開催単位は、原則として本社各部、支社等の事業所単位であること。ただし、

地域性により、事業所単位による開催が困難な場合は支店、営業所等の単位によ

る開催を認める。 

（３）所属する被保険者が公平に参加機会を得られるよう配慮していること。 

（４）１回あたりの参加人数は被保険者が５名以上参加していること。 

（５）運動、競技または試合に要する活動時間は、休憩を含めて概ね連続９０分以上

であること。 

（６）慰安的性格の強い行事ではないこと。 

 

３ 支給対象者および支給対象費用 

（１）支給対象者は、活動に参加した被保険者および小学生以上の被扶養者とする。 

（２）補助金の支給は対象者１人につき、年度１回とする。 

（３）補助金は、賞品、施設利用料、昼食等の費用を支給対象費用として支給するも

のであり、集合場所までの交通費および宿泊費は支給対象の費用としない。 

（４）計画した活動を雨天等により事前中止した場合は、原則として費用の支出に関

わらず不支給とする。ただし、第５項に定める申請手続において予め代替活動を

含めた計画を承認されていた場合は、実施した代替活動の費用に基づいて支給す

る。 

 

４ 支給額 

（１）補助金は、前項第３号に定める支給対象費用に対して支給対象者１人あたり２,

０００円を上限に支給する。 

 

 

 

コメントの追加 [C1]: 懇親会含めた全体時間と運動時

間のバランスの問題。日帰りの場合、運動活動の時間比

率が半分程度以上を目安とします。 

コメントの追加 [C2]: 地域性を考慮し、支店等の単位に

よる開催を考慮 

コメントの追加 [C3]: 有志の開催は対象外 

参加機会への配慮とは、複数競技選択、体力に応じたコ

ース分け、複数回開催など 

コメントの追加 [C4]: 3 割規定は廃止 

分割開催、小規模拠点での開催に配慮し、5 名以上(実

施参加数)に要件緩和 

コメントの追加 [C5]: 「運動を主体とした体育奨励活動」

として、ボウリング(1 レーン 3～4 人)で 2 ゲーム、各

種球技、8～9km 以上のウォーキング等を想定。自然散

策、名所巡りも 8～9km 以上のコースであれば可 

コメントの追加 [C6]: テーマパーク、海水浴など慰安的

性格の他、飲食要素の高いものは認めない。アスレチッ

クパークなど、運動をテーマにした場所で過ごすものは

可 

コメントの追加 [C7]: 運動に参加した被保険者である

こと。活動後の懇親会のみの参加は対象外です。 

コメントの追加 [C8]: 補助金支給は年度 1 回に限るが、

複数回の参加を拒むものではない。様式 5 の名簿記載は

年度 1 回のみとしてください。 

コメントの追加 [C9]: 途中中止は不可抗力として支給

します。 



５ 補助金申請手続 

（１）計画提出 

ア 補助金の支給を希望する事業所は、様式１(本社各部にあっては、様式２)の「リ

フレッシュサポート実施計画書」を開催予定日の１０営業日前までに健康保険組

合に提出する。同一企画の活動を複数回開催する場合は開催毎に計画書を提出す

る。なお、計画書の到着が開催予定日の１０営業日前よりも遅れた場合は原則受

理しない。 

イ 計画書には目的および開催の概要、予算等を記載し、資料として具体的な運動

内容、活動スケジュール、屋外活動の雨天時の対応(中止、順延、代替計画)等が

明記された企画書、参加募集案内等を添付する。 

（２）計画承認 

健康保険組合は提出された計画書の内容を審査し、計画を承認する場合は様式６

「リフレッシュサポート実施計画承認書」を事業所に通知する。 

（３）支給申請 

   開催後、事業所は様式３(本社各部にあっては、様式４)「リフレッシュサポー

ト補助金支給申請書」に様式５「参加者名簿」、支給対象費用の領収書(写し)なら

びに集合写真および活動風景の写真を添付して健康保険組合に申請する。 

（４）補助金支給 

健康保険組合は申請内容を審査のうえ、様式７「リフレッシュサポート補助金支

給通知書」を事業所に通知し、補助金を支給する。 

 

６ 出向者の取扱 

出向中の被保険者が出向先において、第２項の活動要件に沿う行事に参加する場合

のリフレッシュサポート補助金申請は、出向元の事業所を通じて第５項の申請手続を

行う。その場合、第２項第４号に定める被保険者の参加人数は要件としない。 
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コメントの追加 [C10]: 提出された計画書に基づいて補

助金支出の可否決定を行うものであり、計画承認のため

に確認、追加提出を要する場合も多く、決定に時間を要

しています。 

よって、原則として、書類不備を伴う提出遅延、および

直前の申請は受理しません。 

コメントの追加 [C11]: 計画の承認条件として、健康保

険組合が写真撮影場所等を指定することがあります。 

コメントの追加 [C12]: 被保険者の公平性から手続を明

記しました。 

出向先ではリフレとして計画するものではないので、参

加人数の他、第２項要件の完全充足はなくとも、趣旨に

沿っているものは承認します。 

【手続の流れ】 

出向者本人(複数の場合は代表者)が担当者として申請

書等を作成し、出向元事業所を経由して提出する。 

 


